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移
行
後
四
〇
号
目
を
迎
え
て

　

本
協
会
は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
三
日

に
公
益
社
団
法
人
へ
移
行
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
会
報
誌
は
今
号
に
て
移
行
後
四
〇

号
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
公
益
社
団
法
人
日
本
マ

レ
ー
シ
ア
協
会
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
日

本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
民
間
交
流
を
促
進
す

る
た
め
の
公
益
活
動
を
推
進
す
る
べ
く
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
会
報
誌
で
取

り
上
げ
た
記
事
を
中
心
に
、
公
益
社
団
法

人
移
行
後
の
主
な
活
動
を
振
り
返
り
、
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

本
協
会
の
活
動
内
容
の
変
遷

　

そ
の
前
に
、
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
協
会
が

行
っ
て
き
た
主
な
活
動
内
容
の
変
遷
（
社

団
法
人
化
以
降
）
に
つ
い
て
、
整
理
し
て

み
ま
す
。

一
九
七
〇
年
代
後
半

　

駐
日
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
館
等
と
共
催
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
要
人
来
日
時
の
歓
迎
会
や
企

業
進
出
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
文

化
交
流
と
し
て
日
本
の
少
年
少
女
合
唱
団

の
マ
レ
ー
シ
ア
派
遣
公
演
実
施
、
マ
レ
ー

語
教
室
開
催
、
そ
の
他
、
現
在
ま
で
続
く

機
関
誌
発
行
・
配
布
、
各
種
懇
談
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。

一
九
八
〇
年
代
～

　

Ｊ
Ｍ
Ａ
日
本
語
学
校
の
設
立
・
運
営(

設

立
五
年
後
に
他
財
団
へ
運
営
移
行
し
、そ
の

後
閉
校)

、
留
学
ビ
ザ
の
た
め
の
機
関
保
証

等
に
よ
る
マ
レ
ー
シ
ア
人
留
学
生
援
護
活

動（
主
に
私
費
留
学
生
を
対
象
）、
マ
レ
ー
シ

ア
研
修
訪
問
等
の
支
援
活
動
等
。

一
九
九
〇
年
代
～

　

一
九
九
一
年
に
都
内
で
行
わ
れ
た
環
境

セ
ミ
ナ
ー
（
サ
ラ
ワ
ク
州
の
持
続
的
森
林

管
理
に
関
す
る
講
演
等
）
へ
の
参
画
を
機

に
、
同
州
の
森
林
調
査
を
開
始
し
、
一
九

九
五
年
か
ら
サ
ラ
ワ
ク
州
に
お
け
る
熱
帯

雨
林
再
生
活
動
開
始
、
親
善
使
節
団
と
し

て
毎
年
マ
レ
ー
シ
ア
各
地
を
訪
問
、マ
レ
ー

シ
ア
総
合
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
。

二
〇
〇
〇
年
～

　

親
善
使
節
団
と
し
て
、
毎
年
サ
ラ
ワ
ク

州
で
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
す
る
な

ど
、
熱
帯
雨
林
再
生
活
動
に
よ
る
人
的
交

流
を
推
進
。
文
化
、
経
済
、
教
育
等
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
。

二
〇
一
〇
年
～

　

熱
帯
雨
林
再
生
活
動
を
活
用
し
、
環
境

国
際
交
流
と
し
て
、
両
国
青
年
を
対
象
と

し
た
各
種
研
修
、
日
本
の
大
学
生
を
対
象

と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
大
学
を
対
象
と
し
た
日
本
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
支
援
、
マ
レ
ー
シ

ア
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た
招
聘
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
。
書
籍
の
紹
介
を
通
じ
た
文

化
交
流
を
開
始
。

移
行
後
の
主
な
活
動

環
境
国
際
交
流

　

サ
ラ
ワ
ク
州
に
お
い
て
一
九
九
五
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
熱
帯
雨
林
再
生
活
動
を

活
か
し
、
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
交

流
を
開
始
し
ま
し
た
。
地
球
環
境
基
金
の

助
成
を
受
け
て
実
施
し
た
「
ボ
ル
ネ
オ
島

サ
ラ
ワ
ク
州
に
お
け
る
地
域
住
民
参
加
に

よ
る
持
続
的
な
熱
帯
雨
林
再
生
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
通
じ
て
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
可
能
性
の

検
証
」（
二
〇
一
一
年
度
～
一
三
年
度
）
の

成
果
を
も
と
に
、
両
国
の
子
供
や
青
年
が

交
流
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
日
本
の
大
学

生
や
社
会
人
の
自
主
的
な
参
加
を
得
て
、

交
流
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

海
外
派
遣
研
修

　

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
地

球
環
境
基
金
部
が
、
我
が
国
の
環
境
Ｎ
Ｇ

公
益
社
団
法
人
移
行
後
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

Ｏ
に
よ
る
国
際
協
力
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
人
材
育
成
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

る
「
海
外
派
遣
研
修
」
事
業
の
企
画
・
運

営
を
受
託
し
、「
海
外
派
遣
研
修
～
マ
レ
ー

シ
ア
～
」
を
二
〇
一
二
年
度
と
二
〇
一
六

年
度
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
経
済
的
な
繋

が
り
、森
林
保
全(

低
地
熱
帯
雨
林
と
湿
地

林
）と
生
物
多
様
性
保
全
、
環
境
保
全
と
開

発
を
テ
ー
マ
と
し
て
、政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
講
義
や

意
見
交
換
、活
動
現
場
の
見
学
や
体
験
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
の
経
験
は
、
本
協
会
に
お
い
て

人
材
育
成
事
業
に
定
期
的
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

駐
日
大
使
を
囲
む
新
春
の
集
い

　

駐
日
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
を
お
招
き
し
、

会
員
や
関
係
者
の
方
々
と
の
相
互
交
流
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
「
駐
日
マ
レ
ー
シ

ア
大
使
を
囲
む
新
春
の
集
い
」
を
二
〇
一

三
年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎

回
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
方
に
ご
参
加
頂

き
、
本
協
会
会
長
と
大
使
閣
下
の
ご
挨
拶
、

外
務
省
並
び
に
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
協

議
会
の
来
賓
に
よ
る
最
近
の
日
マ
関
係
に

関
す
る
お
話
を
頂
き
、
参
加
者
同
士
の
懇

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
交
流
セ
ミ
ナ
ー

　

日
本
の
大
学
を
対
象
に
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
大
学
と
の
教
育
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関

す
る
情
報
を
提
供
し
、
交
流
を
開
始
す
る

き
っ
か
け
と
な
る
場
を
提
供
す
る
た
め
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
、
株
式
会
社
紀

伊
國
屋
書
店
と
協
働
し
「
駐
日
マ
レ
ー
シ

ア
大
使
を
囲
む
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
教
育
交

流
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
＆
懇
談
会
」
二
〇

一
一
年
度
か
ら
一
五
年
度
に
都
内
で
開
催

し
ま
し
た
。

毎
回
、
首
都
圏
の
大
学
を
中
心
に
四
〇

日本の大学生が小学生と交流

サラワク州で研修（2012年度）

大使（着席右から2人目）を囲んで



～
五
〇
名
の
大
学
関
係
者
が
出
席
し
ま
し

た
。本
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
と

の
交
流
を
行
う
大
学
が
増
え
、現
在
で
は
多

く
の
大
学
で
短
期
長
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

親
善
使
節
団
で
奉
仕
活
動
参
加

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
サ
ラ
ワ
ク
州
へ
の

マ
レ
ー
シ
ア
親
善
使
節
団
訪
問
に
て
、二
〇

一
三
年
度
よ
り
、熱
帯
雨
林
再
生
活
動
地
で

の
植
林
作
業
だ
け
で
な
く
、ク
チ
ン
市
が
行

う
街
の
緑
化
活
動
、
日
本
人
墓
地
の
清
掃
、

障
が
い
者
施
設
へ
の
物
品
寄
贈
な
ど
の
奉

仕
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

各
種
表
彰
を
綬
章

外
務
大
臣
表
彰

　

日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
相
互
理
解
の
促

進
の
た
め
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、二
〇
一
三

年
七
月
に
「
外
務
大
臣
表
彰
」
を
綬
賞
し
ま

し
た
。

環
境
大
臣
表
彰

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
団
体
と
し
て
、二
〇
一
三
年
一
二
月

に
「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣
表

彰
」
の
国
際
貢
献
部
門
賞
を
綬
章
し
ま
し

た
。

緑
綬
褒
状

　

二
〇
一
七
年
一
一
月
三
日
付
け
で
発
令

さ
れ
た
秋
の
褒
章
に
お
い
て
、緑
化
奉
仕
活

動
の
推
進
な
ど
社
会
奉
仕
活
動
分
野
に
つ

い
て
功
績
顕
著
な
団
体
と
し
て
「
緑
綬
褒

状
」を
綬
章
し
ま
し
た
。

　

関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
長
年
、
地

道
に
取
り
組
ん
で
き
た
サ
ラ
ワ
ク
州
の
熱

帯
雨
林
再
生
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

柔
道
交
流

　

サ
ラ
ワ
ク
州
で
実
施
し
た
環
境
国
際
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
広
島
県
廿
日

市
市
の
中
学
校
教
諭
で
柔
道
指
導
者
の
川

本
宏
さ
ん
は
、
訪
問
が
き
っ
か
け
と
な
り

同
州
と
の
柔
道
交
流
を
始
め
、
二
〇
一
三

年
か
ら
ク
チ
ン
を
毎
年
訪
問
し
、
サ
ラ
ワ

ク
州
柔
道
協
会
や
中
高
校
生
と
の
柔
道
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
の
年

末
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
年
始
に
か
け
て
、

川
本
さ
ん
の
柔
道
の
教
え
子
で
ロ
ン
ド
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
六
〇
キ
ロ
級
銀
メ
ダ
リ
ス

ト
の
平
岡
拓
晃
さ
ん
も
ク
チ
ン
を
訪
問
し
、

現
地
の
柔
道
家
と
の
稽
古
や
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

　

日
本
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た
、夏
休
み

期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
二
〇
一
三
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。こ
れ
ま
で
、
日
本
大
学
、
明
海
大
学
、
杏

林
大
学
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
受
け
入
れ
、

事
務
所
内
作
業
や
外
勤
体
験
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

国
際
イ
ス
ラ
ム
大
学
と
の
交
流

　

東
洋
大
学
か
ら
ご
紹
介
を
受
け
、二
〇
一

四
年
度
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ
ス
ラ
ム

大
学
（
Ｉ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
）
と
の
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。二
〇
一
四
年
三
月
に
は
、
ザ
レ
ハ
・

カ
マ
ル
デ
ィ
ン
学
長
ら
五
名
の
訪
問
団
が

来
日
し
、日
本
の
大
学
訪
問
と
懇
談
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
一
二
月
に
は『
ハ
ラ
ル
を
よ

く
知
る
た
め
に
』の
編
著
者
で
あ
る
同
大
学

国
際
ハ
ラ
ル
研
修
研
究
所
と
マ
レ
ー
シ
ア

観
光
・
文
化
省
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
・
セ
ン
タ
ー
の
代
表
者
ら
一
一
名
が

来
日
し
、都
内
で
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局

と
共
催
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
ほ
か
、農

林
水
産
業
食
料
産
業
局
と
の
意
見
交
換
、Ｊ

Ｔ
Ｂ
本
社
で
ム
ス
リ
ム
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
協
議
、日
マ

友
好
議
連
と
関
係
省
庁
の
と
の
観
光
分
野

に
お
け
る
日
マ
協
力
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
書
籍
の
翻
訳
出
版

　

二
〇
一
四
年
度
よ
り
、マ
レ
ー
シ
ア
の
政

府
機
関
及
び
国
立
大
学
出
版
局
等
と
の
共

同
出
版
に
よ
る
、マ
レ
ー
シ
ア
書
籍
の
翻
訳

出
版
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
九

冊
を
刊
行
し
、現
在
も
作
業
を
続
け
て
い
ま

す
。

教育交流プログラムを推進クチン日本人墓地で清掃活動

外務大臣表彰式にて石原環境大臣より賞状を授与

緑綬褒状を綬章

川本さん(左から4人目)と平岡さん(左から2人目)事務所内で作業体験

成蹊大学を訪問（2014年3月）



　

共
同
出
版
し
た
書
籍
は
、
東
京
国
際

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
・
ブ
ー
ス

で
展
示
し
た
ほ
か
、
著
者
や
駐
日
マ
レ
ー

シ
ア
大
使
を
迎
え
て
の
出
版
記
念
式
も
行

い
ま
し
た
。二
〇
一
六
年
九
月
に
は
、
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
に
合
わ
せ
て
来
日
し
た
書
籍
の

著
者
ら
に
よ
る
、
イ
ス
ラ
ム
金
融
を
テ
ー

マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
八
年
一
一
月
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

首
相
に
随
行
し
て
来
日
し
た
マ
ズ
リ
ー
・

マ
リ
ク
教
育
大
臣
を
紀
伊
國
屋
書
店
新
宿

本
店
へ
お
迎
え
し
、
こ
れ
ま
で
に
翻
訳
発

行
し
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
書
籍
の
邦
訳
書

の
出
版
記
念
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
三
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
プ

ト
ラ
ジ
ャ
ヤ
の
教
育
省
に
お
い
て
、
マ
ズ

リ
ー
教
育
大
臣
立
会
い
の
も
と
、
マ
レ
ー

シ
ア
学
術
出
版
委
員
会
、
株
式
会
社
紀
伊

國
屋
書
店
、
本
協
会
に
よ
る
書
籍
の
翻
訳

出
版
交
流
促
進
に
向
け
た
相
互
協
力
に
関

す
る
覚
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
と
株
式
会
社

紀
伊
國
屋
書
店
の
ご
協
力
を
得
て
、
二
〇

一
四
年
度
か
ら
一
六
年
度
に
紀
伊
國
屋
サ

ザ
ン
シ
ア
タ
ー
に
お
い
て
、
マ
レ
ー
シ
ア

の
最
新
情
勢
、
教
育
交
流
、
ロ
ン
グ
ス
テ

イ
等
に
関
す
る「
マ
レ
ー
シ
ア
・
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
中
村
滋
元
駐
マ
レ
ー

シ
ア
日
本
大
使
の
講
演
、
教
育
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
紹
介
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
関
係
者

に
よ
る
最
新
事
情
の
紹
介
等
が
行
わ
れ
、

多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

招
聘
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン

　

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機

構
「
日
本
・
ア
ジ
ア
青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス

交
流
事
業

(

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ

ン
）」を
受
託
し
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
、
マ

レ
ー
シ
ア
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た
招
聘

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク

大
学
か
ら
五
五
名
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ

ス
ラ
ム
大
学
か
ら
一
〇
名
の
学
生
が
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
来
日
し
、大
学
、研
究
所
、企
業

等
で
日
本
の
先
端
的
な
科
学
技
術
や
教
育

に
関
す
る
研
修
や
、
日
本
の
研
究
者
や
学

生
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

専
門
家
招
聘
研
修

　

国
際
緑
化
推
進
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
得

て
、
熱
帯
雨
林
再
生
活
動
を
実
施
し
て
い

る
サ
ラ
ワ
ク
州
よ
り
、
協
働
機
関
の
マ
レ

ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
大
学
や
サ
ラ
ワ
ク
州

森
林
局
か
ら
専
門
家
を
招
き
、
国
内
演
習

林
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
行
う
森
林
保
全
活
動
等

に
つ
い
て
視
察
と
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

伝
統
文
化
の
交
流

　

サ
ラ
ワ
ク
州
に
て
長
年
植
林
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
持
続
的
な
活
動
を
行
う
た
め

に
は
、
地
域
の
人
々
と
の
相
互
理
解
が
不

可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
独
立
行
政
法
人

国
際
交
流
基
金
ア
ジ
ア
・
市
民
交
涜
助
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
東
京
倶
楽
部
の
助
成
を
得

て
、
二
〇
一
六
年
三
月
と
二
〇
一
七
年
三

月
に
、
日
本
と
サ
ラ
ワ
ク
州
の
伝
統
文
化

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

貴
重
な
伝
統
文
化
で
あ
る
神
楽
の
継
承

に
取
り
組
ん
で
い
る
広
島
県
廿
日
市
市
の

こ
ど
も
神
楽
団
「
原
亥
の
子
舞
子
連
中
」

の
子
ど
も
た
ち
と
、
サ
ラ
ワ
ク
州
の
植
林

活
動
地
域
に
居
住
す
る
先
住
民
の
伝
統
的

な
舞
踊
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
が
、
サ
ラ
ワ
ク
州
と
広
島
県
を
相

互
に
訪
問
し
、
伝
統
舞
踊
を
通
じ
た
文
化

交
流
を
行
い
、
お
互
い
の
歴
史
、
異
な
っ

た
文
化
、
宗
教
観
な
ど
に
触
れ
、
国
際
理

解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

日
マ
友
好
議
連
と
の
連
携

　

日
本
マ
レ
ー
シ
ア
友
好
議
員
連
盟
（
会

長
・
古
屋
圭
司
本
協
会
会
長
）
と
連
携
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
要
人
来
日
時
の
懇
談

会
開
催
協
力
や
、
会
長
に
よ
る
マ
レ
ー
シ
ア

訪
問
時
の
随
行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ザ
ヒ
ド
副
首
相
来
日
（
二
〇
一
六
年
五

月
）、ナ
ジ
ブ
首
相
来
日（
同
年
一
一
月
）、古

屋
議
連
会
長
、
有
村
議
連
幹
事
長
訪
マ（
同

年
一
一
月
）、
パ
ン
デ
ィ
カ
ー
ル
・
ア
ミ
ン

下
院
議
長
来
日（
二
〇
一
七
年
九
月
）、ア
ズ

ミ
ン
・
ア
リ
経
済
大
臣
来
日
（
二
〇
二
〇

月
二
月
）時
に
、
懇
談
会
開
催
協
力
や
随
行

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
八
年
五
月
に
は
、
古
屋
会

長
が
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
日
本
人
墓
地
に

建
立
さ
れ
た
「
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
人
慰
霊

碑
」の
除
幕
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

植
林
活
動
地
が
国
立
公
園
化

　

サ
ラ
ワ
ク
州
に
て
長
年
植
林
を
実
施
し

て
い
る
二
つ
の
保
護
林
区
が
国
立
公
園
と

JAXAで研修

サラワク州で子ども神楽を披露

アズミン経済大臣との朝食会（2020年2月）

翻訳出版交流覚書に調印（2019年3月）

マレーシア・セミナー（2016年5月）

東大秩父演習林で研修

マレーシア日本人慰霊碑除幕式



な
り
ま
し
た
。ア
ペ
ン
森
林
区
（
約
一
一
〇

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
二
〇
一
六
年
に
、
サ

バ
ー
ル
森
林
区
（
約
四
七
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
）が
二
〇
一
八
年
に
、
政
府
に
よ
っ
て
保

護
林
か
ら
国
立
公
園
へ
と
昇
格
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
民
間
協
力
に
よ
る
植
林
活
動
地

が
「
国
立
公
園
（
完
全
保
護
区
）」
へ
昇
格
す

る
こ
と
は
、前
例
が
な
い
画
期
的
な
こ
と
で

あ
り
、関
係
各
位
の
ご
支
援
へ
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
も
州
政
府
機
関

や
地
域
住
民
の
方
々
と
共
に
活
動
を
継
続

し
、他
の
地
域
も
昇
格
す
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力

　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
加
森
観
光
株
式
会
社
に
よ
る
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
協
力
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ
ス
ラ
ム
大
学
の
紹
介
、

学
生
選
抜
、
実
施
中
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、二
〇
一
七

年
と
一
八
年
に
、同
大
学
の
学
生
が
三
か
月

間
の
研
修
を
北
海
道
虻
田
郡
留
寿
都
村
に

あ
る
ル
ス
ツ
・
リ
ゾ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
で
行

い
ま
し
た
。本
事
業
は
、
日
マ
政
府
に
よ
る

「
東
方
政
策
二
・
〇
」
認
定
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

創
立
六
〇
周
年
記
念
会

　

本
協
会
創
立
六
〇
周
年
記
念
会「
感
謝
の

夕
べ
」を
、
二
〇
一
七
年
六
月
に
都
内
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、会
員
並
び
に
関
係
者
の
ご
参
加

を
得
て
、安
倍
総
理
か
ら
の
お
祝
い
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
駐
日
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
と

外
務
政
務
官
の
来
賓
挨
拶
を
頂
い
た
ほ
か
、

活
動
報
告
や
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

青
少
年
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

株
式
会
社
木
下
グ
ル
ー
プ
の
ご
協
力
を

得
て
、
ア
ペ
ン
国
立
公
園
「
木
下
の
森　

植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
地
域
（
同
社
ご
協

力
に
よ
り
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
一
〇
年
間

で
約
六
万
本
を
植
林
し
た
エ
リ
ア
）
に
お

い
て
、
地
域
の
子
供
達
が
定
期
的
に
訪
れ
、

森
林
保
全
の
大
切
さ
を
学
び
、
植
林
作
業

な
ど
を
体
験
す
る
活
動
と
、
環
境
保
全
等

の
社
会
貢
献
活
動
に
関
心
を
持
つ
日
本
の

青
年
を
育
成
す
る
「
木
下
の
森　

青
少
年

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
二
〇
一
七
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
五
〇
〇
名
を
超
え
る
活
動

地
域
の
子
供
達
と
、
六
名
の
日
本
の
大
学

生
が
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

ト
ヨ
タ
環
境
活
動
助
成

　

二
〇
一
八
年
か
ら
二
年
間
、ト
ヨ
タ
環
境

活
動
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
を
得
て「
マ

レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
に
お
け
る
多
様

化
森
林
造
成
の
た
め
の
地
域
住
民
主
体
の

育
苗
活
動
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

サ
ラ
ワ
ク
州
ア
ペ
ン
国
立
公
園
に
隣
接

す
る
ト
ン
・
ニ
ボ
ン
村
の
女
性
グ
ル
ー
プ

が
村
で
育
苗
し
た
果
樹
等
の
苗
木
を
、村
人

が
同
国
立
公
園
内
に
植
林
し
、森
林
の
多
様

化
を
図
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
様
な
苗
木
を
持
続
的
に
確
保
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
共
に
、育
苗
が
村
人
の
新
た

な
生
計
手
段
と
し
て
継
続
さ
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
み
、大
き
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

タ
カ
サ
ゴ
の
森

　

高
砂
熱
学
工
業
株
式
会
社
の
ご
協
力

を
得
て
、
サ
ラ
ワ
ク
州
に
あ
る
マ
レ
ー
シ

ア
・
サ
ラ
ワ
ク
大
学
構
内
で
、
同
社
初
と

な
る
海
外
で
の
植
林
活
動
と
な
る
「
タ
カ

サ
ゴ
の
森　

熱
帯
雨
林
再
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
二
〇
一
八
年
一
月
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ

ラ
ワ
ク
大
学
構
内
で
熱
帯
雨
林
再
生
モ
デ

ル
と
な
る
森
林
を
造
成
し
、
学
生
に
よ
る

森
林
再
生
の
調
査
研
究
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
サ
ラ
ワ
ク
州
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア
各

地
の
緑
化
・
熱
帯
雨
林
の
保
全
と
再
生
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
・

サ
ラ
ワ
ク
大
学
構
内
で
同
社
グ
ル
ー
プ
社

員
が
参
加
す
る
初
の
植
樹
行
事
を
開
催

し
、
サ
ラ
ワ
ク
州
の
ア
ワ
ン
・
テ
ン
ガ
副

主
席
大
臣
、
在
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
大
使
館

の
折
笠
弘
雄
公
使
を
来
賓
に
招
き
、
総
勢

一
三
〇
人
に
よ
る
植
林
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
活
動

　

二
〇
一
七
年
度
よ
り
、マ
レ
ー
シ
ア
に
お

け
る
熱
帯
雨
林
再
生
活
動
の
一
環
と
し
て
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

サ
ラ
ワ
ク
州
で
は
、国
土
緑
化
推
進
機
構

緑
の
募
金
国
際
緑
化
助
成
を
受
け
、「
地
域

住
民
参
加
型
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
事
業
」

を
開
始
し
、日
マ
の
専
門
家
、地
域
住
民
、マ

レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
大
学
生
、日
本
の
大

学
生
ら
が
参
加
す
る
植
樹
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
半
島
部
で
は
、
二
〇
一
八

年
度
よ
り
、
経
団
連
自
然
保
護
基
金
助
成

事
業
と
し
て
「
マ
レ
ー
シ
ア
・
ケ
ダ
州
ム

ル
ボ
ッ
ク
湿
地
保
護
林
に
お
け
る
地
域
社

アペン国立公園の2008年植林区画にて

北海道のホテルでインターンシップビデオで祝意を伝える安倍総理

プログラムに参加した小中高生（2018年8月）

村の女性が育てた苗木を植林用に運搬

アワン・テンガ副主席大臣による記念植樹



会
と
の
協
働
に
よ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
保

全
活
動
」を
開
始
し
、
生
物
種
の
多
様
さ
に

お
い
て
世
界
有
数
の
地
域
と
さ
れ
る
ム
ル

ボ
ッ
ク
湿
地
保
護
林
に
お
い
て
、
国
立
マ

レ
ー
シ
ア
理
科
大
学「
地
域
教
育
拠
点
セ
ン

タ
ー
」と
協
働
し
、
地
域
社
会
参
加
に
よ
る

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
環

境
学
習
拠
点
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
九
年
度
か
ら
は
、
株
式
会
社
木

下
グ
ル
ー
プ
と
協
働
し
「
木
下
の
森　

マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
再
生
活
動
」を
、
同
地
域
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
森
保
全
活
動

　

二
〇
一
七
年
度
、
日
マ
外
交
関
係
樹
立
・

本
協
会
創
立
六
〇
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
「
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
の
森
保
全
活
動
」
を
実
施
し
、

株
式
会
社
ヤ
ク
ル
ト
本
社
、
株
式
会
社
マ

ン
ダ
ム
、
株
式
会
社
フ
ジ
タ
、
佐
藤
工
業

株
式
会
社
か
ら
ご
協
賛
を
頂
き
、
サ
ラ
ワ

ク
州
セ
メ
ン
ゴ
野
生
生
物
保
護
区
の
ラ
ン

デ
区
域
で
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
生
活
圏

を
保
全
す
る
た
め
に
果
樹
の
苗
木
四
〇
〇

本
の
植
林
を
行
い
ま
し
た
。

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
保
護
区
へ
寄
付

　

二
〇
一
七
年
度
よ
り
、、
サ
ラ
ワ
ク
州

セ
メ
ン
ゴ
野
生
生
物
保
護
区
に
あ
る
オ
ラ

ン
ウ
ー
タ
ン
保
護
セ
ン
タ
ー
へ
、
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
が
暮
ら
す
森
の
保
全
と
、
オ
ラ

ン
ウ
ー
タ
ン
の
保
護
活
動
の
た
め
に
、
毎

年
千
リ
ン
ギ
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
＆
懇
談
会
を
開
催

　

二
〇
一
八
年
度
一
〇
月
か
ら
、
最
新
マ

レ
ー
シ
ア
事
情
に
関
す
る
講
演
と
本
協
会

の
活
動
報
告
を
行
う
「
セ
ミ
ナ
ー
＆
懇
談

会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
員
や
関
係

者
の
方
々
と
の
交
流
や
意
見
交
換
の
場
と

し
て
、
今
後
も
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。

サ
ラ
ワ
ク
州
と
協
定
書
に
調
印

　

二
〇
一
九
年
六
月
、
サ
ラ
ワ
ク
州
ス
リ

ア
ン
地
区
サ
バ
ー
ル
・
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
本
協
会
は
サ

ラ
ワ
ク
州
政
府
と
「
森
林
景
観
復
元
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
に
関
す
る
協
定
書
の
調

印
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
協
会
が
行
う
熱
帯
雨

林
再
生
活
動
は
、
同
州
の
主
要
な
森
林
政

策
で
あ
る
「
森
林
景
観
復
元 Forest 

Landscape Restoration

（
Ｆ
Ｌ
Ｒ
）」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
州
政
府
に

よ
る
保
護
と
協
力
を
得
て
、
長
期
間
に
わ

た
り
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
に
日
本
語
図
書
を
寄
贈

　

本
協
会
の
働
き
か
け
に
よ
り
日
本
政
府

支
援
に
よ
っ
て
日
本
語
教
育
関
連
機
器
等

整
備
が
行
わ
れ
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ

ス
ラ
ム
大
学
の
日
本
語
教
育
リ
ソ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
（
ラ
ザ
ク
・
ル
ー
ム
）
へ
、
関
係

各
位
の
協
力
を
得
て
図
書
約
三
〇
〇
冊
、

映
像
教
材
約
一
〇
〇
本
、
そ
の
他
教
育
素

材
（
か
る
た
な
ど
）
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
九
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
開

所
式
に
は
、
岡
浩
駐
マ
レ
ー
シ
ア
日
本
大

使
、
宮
下
一
郎
内
閣
府
副
大
臣
、
ズ
ル
キ

フ
リ
副
学
長
、
モ
ハ
マ
ド
・
ア
ズ
ル
ル
言

語
学
部
長
ら
の
ほ
か
、
本
協
会
か
ら
小
川

理
事
長
と
森
林
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

ラ
ザ
ク
・
ル
ー
ム
開
所
以
後
、
同
大
学

で
日
本
語
を
学
習
す
る
学
生
が
増
加
し
、

将
来
的
に
、
日
本
語
が
副
専
攻
か
ら
主
専

攻
に
格
上
げ
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

本
協
会
で
は
、
今
後
も
日
本
語
教
材
の

寄
贈
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

百
万
本
を
目
指
し
た
植
林
活
動

　

三
菱
商
事
株
式
会
社
の
ご
協
力
に
よ
る

「
熱
帯
雨
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
、

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
サ
ラ
ワ
ク
州
ス
リ
ア

ン
地
区
の
ア
ペ
ン
国
立
公
園
と
サ
バ
ー
ル

国
立
公
園
を
中
心
に
、
サ
ラ
ワ
ク
州
政
府
、

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
大
学
、
地
域
住

民
と
協
働
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
二
〇

一
九
年
度
ま
で
に
約
四
〇
万
本
を
植
林

し
、
一
〇
〇
万
本
を
目
指
し
て
植
林
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
、
よ
り
効
果
的
な

植
生
回
復
を
目
指
し
て
、
二
次
林
地
域
で

の
ラ
イ
ン
式
と
、
劣
化
の
激
し
い
草
地
で

の
密
植
式
を
組
み
合
わ
せ
た
植
林
方
法
で

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
密
植
式
で
植
え

た
地
域
の
中
に
調
査
区
画
を
設
定
し
、
定

期
的
に
成
長
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
収
集
し
た
デ
ー
タ
は
専
門
家
に
よ
る

分
析
を
行
い
、
今
後
の
植
林
活
動
に
活
用

す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
日

マ
両
国
の
民
間
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の

公
益
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。  

■

最新マレーシア事情の講演（2019年10月）

ラザク・ルームの開所式（2019年12月）

サラワク州でマングローブ植林（2020年2月）

オランウータンの森に果樹を植林

協定書の調印式

サバール国立公園等で植林を推進

オランウータン保護区にて
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